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Ayres, U. R. & Kneese, A. V., Production, Consumption and Externalities, Am. Econ. Rev., Vol. . .
ボー，ミッシェル（筆宝康之・吉武立雄訳）『大反転する世界』藤原書店　00．
Boulding, K. E., Evolutionary Economics,（猪木武徳・望月和彦・上山隆大訳）『社会進化の経済学』HBJ出版局
．
Brown, L. Lester How Environmental Trends are Reshaping the Global Economy,（枝広淳子訳）『エコEcology経済革
命―地球と経済を救うつのステップ―』たちばな出版，．
Corborn. Theo, Dumanoski. Dianne, and John Peterson Myers（長尾力訳）『奪われし未来』増補改訂版，翔泳社
00．
Daly, H. E., Inroduction, in Towards A Steady-State Economics: Freeman .（これはに公刊された論文）（神
里公訳）「静止状態の性質と必要性」『経済体制』（セミナー経済学教室0）日本評論社．
The Economics of the Steady-State, American Economic Review, May, .（神里公訳）「定常経済論と経済体制」
同上所収
Daly, H. E. & Joshua Farley Ecological Economics: Principles and Applications, Island Press. 00.
Dobson, A.,（松尾・金・中尾訳）『原典で読み解く環境思想入門　グリーン・リーダー』ミネルヴァ書房000．













Heilbroner, R. L., Do Machines Make History?, in Kranzberg, M. & W. H. Davenport ed.Technology and Culture An 
Anthology, New American Library, . delivered at the th Annual Meeting of the Society for the History of 
Technology, in Dec. . in Technology and Culture, Vol. . No. . July . pp. ―. rep. in Heilbroner, 



















Kranzberg, M. & Carroll W. Pursell, Jr., The Importance of Technology in Human Affairs, in Kranzberg, M. & C. W. 
Pursell, Jr. Technology in Western Civilization, Vol. . O. U. P., . 
　　　Introduction: Trends in the History and Philosophy of Technology, inG. Bugliarello & D. B. Doner ed. The History 
and Philosophy of Technology, Univ. Illinois Press. . 
　　　One Last Word-Technology and History: “Kranzberg’s Laws”, presented to The Society for the History of 
Technology, on ．Oct. , in Dearborn, Michigan. (Technology and Culture, . July，. pp. ―00．
reprinted) in S. H. Cutcliffe & R. C. Post:  In Context:  History and the History of Technology-Essays in Honor of 
Melvin Kranzberg, Research in Technology Studies, V. . Bethlehem Lehigh U. P. . 
　　　The Information Age: Evolution or Revolution?, in Bruce R, & G. R. Guile ed. Information Technologies and 
Social Transformation, National Academy of Engineering, National Academy Press．．pp．―．
Martinez-Alier, Juan: Ecological Economics, Energy Environment and Society, Blackwell Publishers, .
（First pub. 0.）工藤秀明訳『エコロジー経済学　もうひとつの経済学の歴史』増補改訂版，新評論，
.
松井孝典　フォーラムの会　講演「宇宙という古文書」『朝日新聞』...
「地球環境への処方」『毎日新聞』夕刊000..0.
―  ―
名古屋学院大学論集
『宇宙人としての生き方』岩波新書00
宮本憲一「現代資本主義と公害」『ジュリスト』0..0.
『環境経済学』岩波書店，．
「『経済の世紀』から『環境の世紀』へ」レイチェル・カーソン協会『「環境の世紀」へ』かもがわ出版.所収。
森口親司「公正と社会共通資本をめぐって」『季刊現代経済』No. . ．．
「書表：公害を通じて体制批判を展開」『季刊現代経済』No. .
森口親司他「シンポジウム・エネルギー問題解明の構図」『週刊東洋経済』（近経シリーズ）号0.．
村上泰亮・根岸隆・青木昌彦・稲田献一「特別シンポ：公害制御の理論と政策」『東洋経済』0.0..
室田　武「エネルギーと新しい経済学の地平」『週刊東洋経済臨時増刊』No. . ．．0．
『エネルギーとエントロピーの経済学』東洋経済新報社，．
「『所有される自然』観の限界」『経済セミナー』．
室田武稿「資源・エネルギー問題の環境経済史」岩波講座　社会科学の方法XII『生命系の社会科学』岩波書店
所収。
永安幸正『経済学のコスモロジー』新評論．
中村　貢「エネルギー問題における価格メカニズムの役割」『週刊東洋経済臨時増刊』No. . ．．0．
夏目　隆「環境問題と現代経済」加茂・谷本編『環境思想を学ぶ人のために』世界思想社．
西川俊作「公害問題への計量的接近」『東洋経済』0.0..
置塩信雄『再生産の理論』創文社．
『近代経済学批判』有斐閣　
『経済学はいま何を考えているか』大月書店．
小野　周・河宮信郎・玉野井芳郎・槌田　敦・室田　武『エントロピー』朝倉書店．
大崎正治「エネルギーとエントロピーの経済学的考察」『國學院経済学』―・，0.．
尾関周二「環境・生活世界の保全と社会構造の問題」『一般教育部紀要』東農工大Vol. 0.．
『環境哲学の探求』大月書店，.
Quesnay, F.（平田清明・井上泰夫訳）『経済表』岩波書店0．
坂元正義「エントロピー法則の社会経済的意味を求めて」『思想』No. 0. ..
Schumacher, E. F.（酒井　懋訳）『スモール・イズ・ビューティフル』講談社．
（酒井　懋訳）『スモール・イズ・ビューティフル　再論』講談社000．
（長洲一二監訳・伊藤拓一訳）『宴のあとの経済学』ダイヤモンド社0．
シュレディンガー・E（岡　小天・鎮目恭夫訳）『生命とは何か』岩波新書．
瀬戸昌之　『生態系―人間存在を支える生物システム』有斐閣．
Sennett, R.（斎藤秀正訳）『それでも資本主義についていくか』ダイヤモンド社．
渋谷寿夫・林　智・志岐常正編『人間生存の危機―地球史の中で考える』法律文化社．
高橋正立「資源・エントロピーと経済学」『科学』―．Sep. ．
玉野井芳郎『エコノミーとエコロジー』みすず書房．
『生命系のエコノミー』新評論．
　　　　　・玉城哲「資本論と現代―講義の経済学への展望」『現代思想　臨時増刊』．．
「広義の経済学への展望」／討論：岸本重陳，鎌田武治，鬼塚雄丞『エコノミア』．．．
田中　一「自然の累層性と与件としての自然」『経済』No. ．000．0．
寺西俊一「カップの社会的費用論に関する覚書」『一橋論叢』―，．．
「公害・環境問題研究への一視角」『一橋論叢』0―，．0．
市場均衡から持続可能な経済へ
―  ―
「社会的損失問題と社会的費用論」『一橋論叢』―，．．
『地球環境問題の政治経済学』東洋経済新報社.
「報告：環境保全のための新しい経済理論の体系を求めて」（シンポジウム　環境経済・政策研究の課題と方
法より）環境経済・政策学会『環境経済・政策研究のフロンティア』東洋経済新報社　．
槌田　敦『資源物理学入門』（NHKブックス．）日本放送出版協会．
「経済学におけるエントロピー論と物質循環論の展開―あとがきに代えて」
室田・多辺田・槌田編著『循環の経済学―持続可能な社会の条件』学陽書房，．所収
都留重人『公害の政治経済学』一橋大学経済研究叢書岩波書店．
後に『都留重人著作集　第巻都市問題と公害』講談社．所収。ここでは著作集より引用。
「『労働の人間化』を！」『世界』.．
内田康夫「消える自然にはびこる人間」野坂昭如編著『科学文明に未来はあるか』岩波新書．所収。
内橋克人『同時代への発言』―．岩波書店
内山　節『自然・労働・協同社会の理論』農文協．
宇沢弘文「環境破壊とインフレーション―市場機構と経済成長」『中央公論』0．．
「新古典派経済学を超えて」『季刊現代経済』No．．June．．
「社会共通資本の理論的分析」『経済学論集』第巻．
「公共経済学にかんするノート（）（）（）」『季刊現代経済』No. ，，．．
「経済理論の再検討迫る環境問題」『季刊現代経済』No. .
「環境問題と公共投資配分」『季刊現代経済』No. .
「自動車交通の社会的費用について」『公害研究』―，Oct．．
『近代経済学の再検討―批判的展望』岩波新書．
・国則守生編『地球温暖化と経済成長』岩波ブックレットNo. ．．
『地球温暖化の経済学』岩波書店（著作集XIに収録）
『地球温暖化を考える』岩波新書
『経済に人間らしさを―社会的共通資本と共同セクター』かもがわブックレットNo. 0. ．
吉田文和『環境と技術の経済学』青木書店0．
＊　本稿は，拙稿「市場均衡理論から恒常的循環経済理論へ」『名古屋学院大学論集』―. 
January, 00. を，改訂したものである。旧稿は，筆者にとってこの分野でのはじめての論
稿であったため，研究ノートとして引用文と論旨の重複が目立った。改訂に際しては，直接
的な議論の展開に必要な部分以外は整理した。しかし，環境問題が経済学においても議論さ
れ始めた頃の不可欠の参照文献は，学説史的，資料的意味から，残存させている。
